
TOYOTA GAZOO Racing GR86/BRZ Cup
第４戦  北海道クラブマンカップレース

2026 年８月８日（土）〜９日（日）　十勝スピードウェイ（北海道）

８月６日（水）〜７日（金）
天候：晴れ　路面：ドライ

28 位でレースを終えるも
富下自身にとっては大きな成長を遂げる

■ PRACTICE　スポーツ走行／専有走行

　６月の岡山国際サーキットでの一戦では、
クラッシュが続き厳しいレースウイークと
なった KTMS と富下李央菜。仕切り直しと
なる第 4 大会の舞台は、北海道の十勝スピー
ドウェイだ。近年はあまりビッグレースが
行われておらず、なかなか走る機会は少な

い。富下にとっても初めてのコースだった
が、データを確認しつつ、他のドライバーと
走りを合わせながら走行。コーナーのボトム
スピードを意識しつつ、金曜の専有走行では
１分 33 秒 616 を記録。23 番手ながら着実
な手ごたえを感じ走行を終えた。

■ QUALIFY　公式予選

　このレースウイークは北海道らしい晴天
で、午後０時 35 分から公式予選が行われた。
ここまで順調にレースウイークを進めていた
富下は、前を走る速いドライバーを追うよう
にしてアタックを展開していった。
　ただ、前を走っていたドライバーがミスが

あったため、それに詰まるかたちになってし
まい、さらに最終コーナーでのブレーキング
でタイムを失い、１分 33 秒 804 というベス
トタイムで 27 番手となった。
　ただ、自身の走りとしては納得いくものに
近づいていっていた。

８月８日（土）
天候：晴れ　路面：ドライ



■ RACE　決勝レース

　８月９日（日）も十勝スピードウェイはや
や雲が多かったものの、晴天で午後０時 10
分から決勝レースが行われた。
　富下はグリッドでわずかに停止位置を後方
にしてしまったことから、わずかにロスをし
たものの、スタート自体は悪いものではなく、
27 番手グリッドから積極的な仕掛けをみせ、
オープニングラップで 24 番手に順位を上げ
ていった。さらに２周目には 23 番手につけ
るなど、オーバーテイクも披露。今季はなか
なバトルまで持ち込めなかったが、後方では
あるものの、今回はしっかりとバトルを戦っ
ていくことができていた。

　ただ３周目、富下は最終コーナーでわずか
に失速。ストレートでの加速が鈍り、ここで
相次いでポジションを落としてしまった。
　その後も後方集団を追っていた富下だった
が、５周目にはメンテナンスを同じくする先
輩の #330 平良響選手にオーバーテイクを許
してしまい、28 番手にドロップしてしまう。
　富下はその後も前を追いながらレースを進
めていったが、なかなか順位を上げるまでに
は至らず。14 周を走り切ったが、28 位のま
までレースを終えることになった。決勝中の
ベストタイムもまだまだ上位とは差がある状
況となった。

　結果的には最後尾の 28 位でレースを終え
ることになった KTMS と富下だったが、第
3 大会の岡山ではウエットコンディションの
なかでたび重なるクラッシュに見舞われるな
ど、ストレスが多い週末になっていたものの、
今回の十勝スピードウェイでは初体験のコー
スながら、ドライコンディションで４日間を
走り切ることができた。
　この４日間のドライコンディションで、富
下は GR86 の走りの進化を進め、バトルに持
ち込むなど積極的な走りをみせることができ
た。シーズンもいよいよ次大会の富士からは
終盤戦。走り慣れた富士スピードウェイで、
富下と KTMS は成長した姿をみせつつ、上位
を目指していく。

８月９日（日）
天候：晴れ　路面：ドライ

■ DRIVERS  VOICE　ドライバーコメント

初めて走るコースでしたが、データを確認しつつ、課題を意識して走行しました。また今回は
走り方だけでなく、セッティングも自分で選択し、タイムアップを狙いました。予選ではタイ
ムを落としてしまいましたが、全体的な走りは自分の理想に近づけることができました。レー
スでは失敗がもったいなかったので、今後はバトル中の立ち回りもさらに勉強していきたいで
す。前回よりも GR86 独特の走らせ方にも慣れてきて、以前よりも積極的な走りができたこと
は良かったです。まだ上位とは差があるので、今回の経験を活かし走りを磨いていきたいです。

富下 李央菜　RIONA TOMISHITA



■ GR86/BRZ Cup  2026 Round.4 RESULT　リザルト


